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コハクチョウの亜種間交雑個体に現れたくちばしの模様

村瀬美江

〒024北上市常盤台２－２－１７

アメリカコハクチョウCyg凡uscoJumbja皿scoJumbjanusは，おもにカナダやアラスカ北部で

繁殖し，アメリカの東岸や西岸で越冬する亜種であり（Madge＆Burnl988)，ユーラシア大陸北

部で繁殖し，日本などの東アジアやヨーロッパ西岸などで越冬するコハクチョウＣ､ｃ、beuﾉjc“と
Ｊ

は別亜種に分類されている（Ｈｏｗａｒｄ＆Moorel984)．

コハクチョウの成鳥のくちばしは，先端部が黒く，目の前に黄色い部分が広がっている．この黄色

い部分の形状は個体によって違っており，成鳥ではほとんど変化しないので，個体識別の主要要素の

1つとされている．Evans（1977）は，コハクチョウをくちばしの模様によって額の部分が黒い

Darky，黒い部分のないYellowneb，黄色い部分が丸くあるPenyfaceの３つに区分した．この区

分はヨーロッパのコハクチョウｃｃ・beLUic城とアジアのコハクチョウｃｃ・ノα"たCuﾉs“とが同一

亜種であるといわれてからは（Evans＆Kearl978)，あまり有用な区分ではなくなった．

アメリカコハクチョウとコハクチョウの分類については，Evans＆Sladen（1980）が300羽のア

メリカコハクチョウと104羽のコハクチョウのくちばしの黄色い部分の割合を解析して，アメリカコ

ハクチョウは黄色い部分がＯ～16％であり，コハクチョウは22％以上であることを示し，両亜種を識

別する上で有力な手掛かりとなることを示した．
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近年，１１本各地でアメリカコハクチョウとコハクチョウとのつがいが報告され（松井・八木1988)，

このほかに北海道で２件，青森県で１件，岩手県で３件，福島県で２件，鳥取県で１件が報告あるい

は新聞報道されている．

岩手県北上市には，1985年末の越冬期から，アメリカコハクチョウがコハクチョウとつがいになり

述続して渡来している（Mikamil989，村瀬1990,1991,1992,1993)．また，このつがいの子供

である亜諏間交雑個体のくちばし模様については，村瀬正夫（1990）が報告している．本報では，ア

メリカコハクチョウとコハクチョウの２代目交雑個体のくちばし模様について報告する．

図１ｋ段にみられるように雄のアメリカコハクチョウと雌のDarky型のコハクチョウが唖種間交

雑をし，Ｉ|'段の１例にみられるような１代目交雑個体をつれて渡来した．１代Ⅲ交雑個体のくちばし

の黄色い部分は，親のアメリカコハクチョウよりは大きく，コハクチョウよりは小さかった．この１

代||交雑個体はEvans＆Sladenによるアメリカコハクチョウとコハクチョウの分類方法では，す

図２．雌親のアメリカコハクチョウの職峰模様

Fig.２．ThebillpaternoffemaleWhistlingｓｗａｎ．
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べてアメリカコハクチョウに分類される．

図ｌ中段に示したように，1代目交雑個体の1羽がアメリカコハクチョウの雌とつがいとなり，閃

1下段に示したような３羽の２代目交雑個体をつれて渡来した．そのうちの１羽は雌親のアメリカコ

ハクチョウのくちばしの模様と左右ともに極めて酷似していた（図２，３)．このように，唖穂間交

雑個体が親鳥と酷似したくちばし模様を持つことは今までに観察されていない．この他の２代目交雑

個体のくちばしの模様もEvans＆Sladenによる分類方法では，すべてアメリカコハクチョウに分

類された．

また，別の１代目交雑個体が，Penvface型のコハクチョウとつがいになり３羽の幼烏をつれて渡

来したが，これらの２代間交雑個体のくちばしの模様もEvans＆Sladenによる分類方法では、す
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図３．２代I｣交雑個体の職峰模様
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べてアメリカコハクチョウに分類された．

したがって，両親が判然していない場合，Evans＆Sladenによる分類法ではアメリカコハクチョ

ウとアメリカコハクチョウとコハクチョウの交雑個体の明確な識別をすることはできないこと，そし

て交雑個体のなかにはアメリカコハクチョウとほとんど同じくちばしの模様を持つものすらいるとい

うことが明らかになった．もし，今後交雑個体の数が増加してくると，コハクチョウの亜種の分類上

問題になってくると考えられる．
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OntheappearanceofthebilIpatternofthesub-specieshybrid

betweenWhistlingandBewick'ｓＳｗａｎｓ

YoshieMurase
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WhistlingSwanCc,Ｃｏｌｕｍｂｉａ皿shavemigratedwiththeirjuvenilestoKitakami-city，

IwatePrefecture，everyyearsincel987・Ｔｈｅｙvisitedthisplacewith24firstgeneration

hybridsforsevenyears・OneofthesehybridsmatedwithafemaleWhistlingSwanand

visitedwith3secondgenerationhybrids.Oneofthesehybridshadabillpatternsimilarto

thatofhismother,afemaleWhistlingSwan．

ＫどｙｕﾉordSPbi〃ｐα"ern，Cygnuscolumbianusbewickii，Ｃ､c・columbianus，subSpecies

hybF･jd,ｓ“α"ｓ


